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研究成果の概要（和文）：国内の温暖地域で発見した両性自家結実性マタタビ属自生種とキウイフルーツ品種と
の交雑後代の形質を調査した。両性自家結実系統を花粉親とした場合、後代において花粉稔性は認められなかっ
たが、すべて形態的両性花を着生することが明らかとなった。キウイフルーツ品種に比べ、自生種は耐乾性およ
び耐暑性に優れ、キウイフルーツとの交雑後代においてもこれらの形質を発現するものが認められた。また、自
生種へのA.chinensisおよびA.deliciosa種のキウイフルーツ品種の接木において高い活着率が得られ、正常な初
期生育が認められ、台木としての利用が可能であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Characteristics of the progenies of crossing between hermaphroditic 
self-fruitful Actinidia found in the warm region in Japan and kiwifruit cultivars were investigated.
 All cross seedlings bore morphologically hermaphroditic flowers with sterile pollens, when the 
hermaphroditic wild species was used as paternal parent. Compared to kiwifruit cultivars, the 
hermaphroditic species showed higher tolerance to drought and high temperature stresses, and the 
tolerance was introduced in some of the cross seedlings. The hermaphroditic species had high graft 
compatibility with the scion of kiwifruit cultivars. and normal growth of grafted plants suggested 
the use of the hermaphrodite species as the rootstock of kiwifruit.

研究分野： 果樹園芸学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義として、マタタビ属植物では極めてまれな両性自家結実性を有する温暖地自生種とキウイフルーツと
の交雑後代における性発現の様相が明らかとなり、遺伝的解明に向け新たな知見が得られた。また、自生種の耐
暑性が確認され、交雑後代への導入の可能性が示された。社会的意義として、授粉コスト・労力の削減や温暖化
への適応に向け、自家結実性や環境適応性を有するキウイフルーツの育成や台木の選抜に有用な新規遺伝資源で
あることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 果樹の品種改良において，近縁種の利用は栽培種にない有用形質を導入する上で極めて有
効である。「両性自家結実性」は、雌雄異株性であるキウイフルーツにおいて不可欠な人工授粉
のコスト・労力の大幅な削減をもたらす重要な形質である。一方、元来、環境適応範囲が狭いキ
ウイフルーツでは、急速に進む温暖化による高温、乾燥等の環境ストレスの増大により、葉やけ
等の生理障害の発生が拡大しつつあり、「耐暑性」は、今後、穂木品種のみならず台木の選抜に
おいて重要形質となると考えられる。 
(2) 国内では、キウイフルーツの雌雄性に関して、器官分化の形態的観察や花粉貯蔵条件の検
討、人工授粉技術の開発等，授粉技術の開発の観点からの研究が主体に行われてきたが、成長調
節剤による雌雄性の制御は成功には至っていない。環境ストレスについては，主要品種の‘ヘイ
ワード’が他の果樹に比べ乾燥や湿潤に弱いことが示され、食味品質が優れることから近年栽培
が拡大しているチネンシス種はさらに耐性が劣ることが明らかとなり、耕種的な対策が検討さ
れている。自生種の環境適応性については、温暖地自生のシマサルナシ（A. rufa）を用いた育種
および台木選抜が進められつつある。 
国外では、両性自家結実性について、ニュージーランドでデリシオサ種の雄品種に子房が発達

する突然変異が発見され、これを母本にした育種が検討されている（McNeilage ら、2007）。近
縁種の A. eliantha 等でも自家結実変異の報告はあるが、育種的な活用の事例はない。一方、ニ
ュージーランドやイタリアなど主要生産国の気候は比較的穏やか
なため、環境ストレスに対する耐性の付与についての研究は、こ
れまでほとんど行われこなかった。しかし、近年の温暖化により
ストレスが増大していることから、穂品種や台木の耐性を拡大す
る必要性があり、類縁種の活用が検討され始めている。 
(3) 研究代表者らは、国内の温暖地での自生遺伝資源探索におい
て、マタタビ属では極めて希な両性で自家結実性を有する個体群
を発見した（図１）。これらは、四倍体であり、その形態的特性か
ら、亜熱帯地域に広く自生分布する A. callosa とみなされ、さら
に四倍体キウイフルーツ品種との交雑が可能であることを見出し
た（松本ら、2013）。 
                                            
２．研究の目的 
本研究は、温暖地自生種が有する両性・自家結実性および温暖条件への適応性をキウイフルー

ツに導入することを目指し、四倍体キウイフルーツ品種との交雑後代における形質発現を明ら
かにするとともに、環境適応力の優れる台木として活用するため、キウイフルーツ品種との接ぎ
木親和性を明らかにした。 
 
３．研究の方法 
(1) 両性自家結実性個体とキウイフルーツ間の交雑実生の性表現の発現様相 
 両性自家結実性個体とチネンシス種の四倍体キウイフ
ルーツ雌２品種と雄２品種との交配によって得た４年生
の交雑実生および自殖実生について、性表現の発現様相を
明らかにする。 
(2) 両性自家結実性個体とキウイフルーツ間の交雑実生
の結実特性と果実特性 
 結実が認められた交雑後代の果実の形態と発育、成分、
食味等の形質を明らかにする。 
(3) 両性自家結実性個体とキウイフルーツ間の交雑実生
の環境ストレス耐性 
 挿し木繁殖個体を用いて、高温耐性、乾燥耐性、過湿耐
性等の環境ストレス耐性を明らかにする。 
(4) 両性自家結実性個体とキウイフルーツ各種との接ぎ
木親和性 
 挿し木繁殖個体を用いて、A. deliciosa および A. 
chinensis キウイフルーツ、その他の種間雑種品種との接
ぎ木親和性を明らかにする。 
 
４．研究成果 
(1) 両性自家結実性個体とキウイフルーツ間の交雑実生
の性表現の発現様相 
 研究期間中、交雑実生で 17 個体、両性系統の自殖実生
で 4個体が開花に至った。A. chinensis の 2品種（雌）
を種子親、両性・自家結実系統 Mh1 を花粉親として得た 9
個体は全て形態に両性花を着生した（表１）。一方、両性・
自家結実系統 Mh1 を種子親として、A. chinensis の 2 系



統（雄）を交配した後代では、交配組合せにより、雄花のみ着生した個体が出現したもの、雄花
と両性花着生個体が分離して出現したものがあった。雄花を着生した個体では 2.2～43.2％と変
異があったものの花粉発芽が確認されたが、形態的な両性花を着生した個体では花粉発芽はみ
られなかった。両性・自家結実性系統 Mh1 の自殖実生は、全て両性花を着生し、20.6～39.2％花
粉発芽が確認された。 
 
(2) 両性自家結実性個体とキウイフルーツ間の交雑実生の結実特性と果実特性 
A．chinensis‘アップル’と両性・自家結実系統 Mh1 の交雑実生 1個体が結実し、果実の大きさ
は、両性・自家結実性系統よりも大きかったが、A．chinensis‘アップル’よりはかなり小さか
った。成熟果実の可溶性固形物含量は 8～12％、滴定酸含量は 1.3～1.6％であった（表 2）。 
交雑個体の果実の果皮は、両親と同様に褐色無毛であったが、果肉色は淡緑色で、母方の‘アッ
プル’の黄色と両性自生個体の濃緑色の中間を示した（図 2）。 
 

 
 
 
 
(3) 両性自家結実性個体とキウイフルーツ間の交雑実生の環境ストレス耐性 
［両性自家結実性系統の乾燥耐性］ 
土壌体積水分率は、潅水遮断後１日で 15％以下となり、その後緩やかに低下し約 5％まで低下

した（図 3）。‘ヘイワード’では処理開始 2 日目から 3 個体ともに、萎れと葉やけが発生し、4
日目までに著しい葉やけが生じ落葉が進んだ。一方
Mh6 では、処理開始 2日目の 9 時の時点で葉やけは
見られず、15時に萎れが発生したが、翌朝には回復
した。処理開始 4日目においても、萎れが見られた
のみで、葉やけは発生しなかった（図 4）。土壌体積
水分率との関係では、10%を下回った時点から‘ヘイ
ワード’では葉やけが発生し、急激に進行した。一
方、Mh6 では、10％を下回っても葉やけは見られな
かった。‘ヘイワード’では、処理開始 2日後から光
合成速度が急激に低下した。一方、Mh6 では、乾燥
処理により低下が見られたものの‘ヘイワード’の
対照区と同程度の値を維持した（図 5）。 

 

 



［両性自家結実性系統の高温耐性］ 
高温処理を行ったビニールフレーム内の平均気温は 34℃で、日中は 40℃を超えた（図 6）。‘ヘ

イワード’では処理開始 6 時間後から葉やけが発
生し、その後拡大した。処理終了後 6 日目には約
70％が葉やけし落葉した。一方 Mh6 では、処理開始
6時間後に 1個体でのみ葉やけが見られたが、その
後の進行は緩やかで、処理終了後 6日目でも、1個
体でのみ落葉がみられたが、残り 2 個体では軽度
な葉やけのみ見られた（図 7）。光合成速度は、‘ヘ
イワード’および Mh6 のいずれも処理開始 1 日後
には極めて低い値となった（図 8）。  
 

 
 

 
［両性自家結実性系統と A.chinensis‘アップル’の交雑実生個体の高温耐性］ 
夏季の高温ストレス条件下において、四倍体 A.chinensis の品種では、一部に葉やけが発生し

たが、両性系統では葉やけは全く見られなかった（図 9）。交雑後代では、個体変異が大きかっ
たが、葉焼けがほとんど見られない個体もあった。光合成速度も、交雑個体間で変異が大きかっ
たが、交配親を超えるものもあった（図 10）。 
 

 
 
 

 
 

 
 
 



 
(4) 両性自家結実性個体とキウイフルーツ各種との接ぎ木親和性 
Mh6 の休眠枝を用いた接ぎ挿しにおいて、発

根率は全ての組み合わせで 90％以上と高かっ
た。また発根量は、全ての処理区で 2.0－2.3
の範囲であった（図 11、表 3）。各品種の穂木
と両性・自家結実性系統 Mh6 の休眠枝におけ
る接ぎ木活着率は、‘レインボーレッド’と‘香
川 UP－キ 5号’で高く 90％以上であったが、
‘ヘイワード’では 72％とやや低かった。 ‘レ
インボーレッド’と‘香川 UP－キ 5 号’の穂
木は挿し木後 2週間で発芽を開始し、5週間目
にはほとんどの穂木で発芽が観察された。 
一方、‘ヘイワード’の穂木では挿し木後 4 週
間目まで発芽は見られず、5週間目から 11 週間
後までゆるやかに発芽した。 
 

  
 
両性自家結実性系統 Mh6 を台木とした接木個体の初期生育について、接木結合部でやや肥大

が見られたが、著しい台勝ちや台負けの症状はなかった（表 4）。‘レインボーレッド’と‘香川
UP－キ 5号’に比べ、‘ヘイワード’の節数と新梢伸長量は少なかったが、葉の状態は正常であ
った。 
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